（様式第４号）
平成　　年　　月　　日

三郷市長　様

○○課長

適　合　協　議　依　頼　書

　以下の整備事業につきまして、公共施設景観ガイドラインに基づく適合協議を行い、同ガイドラインの方針及び配慮事項に適した計画となっていることを確認願います。

記

　　　整備事業名　　○○工事

　　　場　　　所　　三郷市　　

以上　

担当　　　　　係

○○

内線　　●●●●

ガイドラインチェックシート （1面）
平成　 　年　 　月　 　日作成
	施設別
の項目
	□（1）公共建築物
	□（2）公園・緑道

	
	□（3）河川・用水・調整（節）池
	□（4）道路

	共通要素別の項目
	□（1）建築施設
	□（2）フェンス類
	□（3）ポール類

	
	□（4）サイン類
	□（5）橋梁類
	□（6）擁壁・護岸類

	
	□（7）設備類
	□（8）夜間照明
	□（9）ストリートファニチャ・
パブリックアート・遊具類

	
	□（10）舗装類
	□（11）樹木等
	□（12）駐車場・駐輪場

	
	□（13）色彩
	
	

	景観の整備
コンセプト
	

	所属部署
	
	担当者名
	

	工事名
	
	工期
	平成　 年　 月～平成    年　 月


	工事の場所（地番名）
	三郷市


ガイドラインチェックシート（2面） 
（１）公共建築物
	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	①全体計画
	01まちとのネットワークを考慮する。【P-23】

	
	
	□まち並みやオープンスペースのつながりを意識する。
	
	□

	
	02周辺環境とのかかわりや地域特性を考慮する。【P-24】

	
	
	□周辺のまち並みとの調和やゆとりを生みだす建築物の配置を行う。
	※実行する具体的配慮内容を記述、但し実行不可の場合はその理由を記述。
	□


	
	
	□隣接する施設との一体化・協調化を図る。
	
	□

	
	
	□周辺の緑や水辺を保全・活用する。
	
	□

	
	
	□まちに開かれたオープンスペースを確保する。
	
	□

	
	
	□まちとのつながりを意識したエントランスを確保する。
	
	□

	
	
	□駐車場・駐輪場を設ける場合は、まち並みに配慮した場所に設ける。
	
	□

	
	03人や生物にやさしい施設づくりをする。【P-24】

	
	
	□誰もが利用しやすいものとする。
	※実行する具体的配慮内容を記述。
	□

	
	
	□分かりやすいサインや誘導等を設ける。
	
	□

	②配置
	04周辺の自然環境や地域文化等の景観資源を考慮する。【P-25】

	
	
	□水辺、シンボル樹、寺社・史跡等の見通しを確保する。
	
	□

	
	05道路、水辺、隣地間とのゆとりスペースを確保する。【P-25】

	
	
	□道路、水辺、隣地間のゆとりスペースを確保する。
	
	□

	
	
	□道路側の壁面線の後退と連続性を確保する。
	
	□

	③外構と緑化
	06周辺環境を考慮し、敷地周辺の緑化を考慮する。【P-26】

	
	
	□敷地外周部に生垣、又は低・中・高木等の植栽を行う。
	
	□

	
	07周辺環境を考慮し、潤いのある樹種の選定をする。【P-26】

	
	
	□花や紅葉等の彩りづくりを行う。
	
	□

	
	08周辺環境を考慮し、駐車場等の周囲や舗装面の緑化を考慮する。【P-26】

	
	
	□駐車場・駐輪場の周囲は、露出し過ぎないように樹木等による植栽を行う。
	
	□

	
	
	□舗装面に緑化用ブロック等の利用を図る。
	
	□

	④付帯設備類
	09設備機器・照明・配管・ダクト類が過度に露出しないように考慮する。【P-27】

	
	
	□設備機器類は、道路、河川、公園等より見えにくい配置、又は緑、ルーバー等で遮蔽を図る。
	
	□

	
	
	□壁面に付帯する配管・ダクト類はできるだけ集約又は建築物本体と調和を図る。
	
	□

	⑤付帯広告物
	10付帯する広告物の位置や大きさ、色彩が突出しないようにする。【P-28】

	
	
	□付帯する広告物は、建築物本体とデザインや大きさの調和を図る。
	
	□

	
	
	□建築物本体より過度の突き出しは避ける。
	
	□

	⑥付帯施設
	11駐車場、ごみ置き場等は、露出が過度にならないようにする。【P-29】

	
	
	□駐車場・駐輪場やごみ置き場等を設ける場合は、露出し過ぎないように緑化等で修景を行う。
	
	□


ガイドラインチェックシート（3面）
（２）公園・緑道
	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	①全体計画
	01まちとのネットワークを考慮する。【P-31】

	
	
	□周辺の緑や水辺とのネットワーク化を図る。
	
	□

	
	02周辺環境とのかかわりや地域特性を考慮する。【P-32】

	
	
	□まちとのつながりを意識したアプローチを確保する。
	
	□

	
	
	□周辺の緑や水辺を保全・活用する。
	
	□

	
	
	□樹木その他の植栽の適正な管理（間引き伐採を含む）を行う。
	
	□

	
	
	□隣接する施設との一体化・協調化を図る。
	
	□

	
	
	□駐車場・駐輪場を整備する場合は、まち並みに配慮した場所に設ける。
	
	□


	
	03人や生物にやさしい施設づくりをする。【P-32】

	
	
	□誰もが利用しやすいものとする。
	
	□

	
	
	□敷地内の既存樹林の保全、活用を図る。
	
	□

	
	
	□人の賑わえる空間やほっとできる空間づくりを図る。
	
	□

	②境界部
	04周りとのかかわりを考慮する。【P-33】

	
	
	□周辺の道路からの見通しを確保する。
	
	□

	
	
	□柵・フェンスを設ける場合は、設置位置の後退、目立たない、落ち着きのある色彩にする等の工夫を行う。
	
	□

	
	
	□道路（歩道）空間、水辺空間、公共建築物等との一体化・協調化を図る。
	
	□

	
	
	□柵・フェンスを設置しない境界部のあり方を検討する。
	
	□

	
	05周辺環境を考慮し、潤いのある緑化に配慮する。【P-34】

	
	
	□外周部の緑化を考慮するとともに、周りに悪影響を与えない樹種等を選定する。
	
	□

	
	
	□まち並みの連続性に配慮した植栽を行う。
	
	□

	
	
	□花や紅葉等の彩りづくりを行う。
	
	□

	
	06安全・安心で魅力ある境界部づくりをする。【P-34】

	
	
	□法面・擁壁を設ける場合は、勾配や形態、緑化、素材等を工夫する。
	
	□

	③入口周り
	07快適かつ円滑に入れるような工夫を考慮する。【P-35】

	
	
	□サインを設ける場合は、わかりやすいサインの工夫を行う。
	
	□

	
	
	□周辺の道路からの見通しを確保する。
	
	□

	
	
	□周辺とのつながりに配慮した位置にエントランスを確保する。
	
	□

	
	
	□舗装等の工夫によって入口らしさを明確にする。
	
	□


	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	③入口周り
	08 地域らしさと魅力ある空間づくりをする。【P-36】

	
	
	□シンボルツリーや草花、パブリックアート等によって入口周りの演出を図る。
	
	□

	
	
	□地域らしさを活かした入口周りを創出する。
	
	□

	
	
	□門・ゲート等に地域特性を活かしたデザインの取り入れを図る。
	
	□

	
	
	□道路（歩道）空間との一体的な整備を行う。
	
	□

	④公園施設
	09形態、意匠、色彩は周辺の施設や環境（地形、緑等）との調和を考慮する。【P-37】

	
	
	□緑を引き立てる落ち着きのある色彩・素材を選択する。
	
	□

	
	
	□地域特性を活かしたデザインの取り入れを図る。
	
	□

	
	
	□自然素材の活用、又は自然と調和する素材の利用を図る。
	
	□

	
	
	□植栽によって周囲を修景する。
	
	□

	
	10親しみや魅力のある施設づくりをする。【P-38】

	
	
	□魅力あるアクセントを与える要素として効果的な配置やデザインを工夫する。
	
	□

	
	
	□植栽によって季節感を演出する。
	
	□

	
	11人や生物にやさしい施設づくりをする。【P-38】

	
	
	□駐車場・駐輪場を整備する場合は、人や車の安全な通行に配慮した位置に設ける。
	
	□

	
	
	□周辺環境を考慮し、駐車場の周囲や舗装面は緑化を図る。
	
	□


ガイドラインチェックシート（4面）

ガイドラインチェックシート（5面）
（３）河川・用水・調整（節）池
	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	①全体計画
	01まちとのネットワークを考慮する。【P-41】

	
	
	□周辺の水辺や緑とのネットワーク化を図る。
	
	□

	
	02周辺環境とのかかわりや地域特性を考慮する。【P-42】

	
	
	□隣接する他の施設との一体化・協調化を図る。
	
	□

	
	
	□視点場を設ける。
	
	□

	
	03人や生物にやさしい施設づくりをする。【P-42】

	
	
	□誰もが利用しやすいものとする。
	 
	□

	③水辺の道・オープンスペース
	06ゆとりと潤いづくりをする。【P-46】

	
	
	□要所に休憩スペースや視点場づくりを図る。
	
	□

	
	
	□植栽及びオープンスペースをできる限り広く確保するとともに、これらの良好な維持管理を図る。
	
	□

	
	07人と生物にやさしい道・オープンスペースづくりをする。【P-44】

	
	
	□歩行者の歩行や憩い等に配慮した舗装素材の利用や色彩の選定を行う。
	
	□

	
	
	□歩行者の安全性に配慮する。
	
	□

	
	
	□隣接地と協調して緑化を図る。
	
	□

	
	
	□季節の花木・草花等によって季節感を演出する。
	
	□

	④護岸周り
	08周辺との調和や生物環境を考慮する。【P-45】

	
	
	□護岸の模様・表現において、水辺に不調和な絵や文字等の彩色を避ける。
	
	□

	
	
	□地域性を考慮した表情づくりを図る。
	
	□

	
	
	□層状の変化を持った護岸の表情づくりを図る。
	
	□

	
	09人にやさしい護岸の際づくりをする。【P-45】

	
	
	□防護柵の構造、形態、意匠、色彩等は、安全性を確保するとともに自然環境との調和を図る。
	
	□

	
	
	□水辺への開放感のある眺めの場を確保する。
	
	□


ガイドラインチェックシート（6面）

（４）道路
	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	①全体計画
	01まちとのネットワークを考慮する。【P-47】

	
	
	□駅前広場は道路軸のアイストップやシンボルとなるシンボルツリー、施設等の整備を図る。
	
	□

	
	02周辺環境とのかかわりや地域特性を考慮する。【P-48】

	
	
	□周辺環境に配慮した形態、意匠、色彩等の計画を行う。
	
	□

	
	
	□道路付帯施設は周辺環境や地域特性との関わりを活かした施設づくりを図る。
	
	□

	
	
	□周辺の緑や水辺と連続した舗装素材や色彩、緑化を図る。
	
	□

	
	
	□隣接する施設との一体化・協調化（歩行者等空間）を図る。
	
	□

	
	03人や生物にやさしい施設づくりをする。【P-48】

	
	
	□歩行者等の快適な歩行等を促進するための舗装材や色彩の選定を行う。
	
	□

	
	
	□誰もが利用しやすいものとする。
	
	□

	②道路構造・横断構成
	04安全・安心で魅力ある歩行者等の空間づくりをする。【P-49】

	
	
	□まち並みの魅力向上のため、パブリックデザインに配慮した修景を図る。
	
	□

	
	05自然環境やまち並みの連続性を考慮する。【P-49】

	
	
	□沿道敷地との舗装素材や色彩の協調による連続性の確保を図る。
	
	□

	
	
	□沿道敷地との緑化の協調による拡充を図る。
	
	□

	③交差点・駅前広場
	07空間としてのまとまりや魅力ある個性を創出する。【P-50】

	
	
	□交番、公衆トイレ、駅前駐輪場等は、交差点・駅前広場や周辺及び駅舎デザインとの調和を図るとともに、景観のポイントとなるような良質なデザインを行う。
	
	□

	
	
	□潤いと緑陰等の確保のため、高木等の緑化を図る。
	
	□

	
	
	□駅前広場の夜間照明は、魅力向上の照明デザインを図る。
	
	□

	④防護柵・車止め周り
	08安全・安心な施設づくりをする。【P-51】

	
	
	□歩行者や車等の安全・安心を確保する施設の選定を行う。
	
	□

	
	09周辺の特性を活かした工夫をする。【P-51】

	
	
	□周辺特性を活かした形態、意匠、色彩を選定する。
	
	□

	
	
	□植栽との組合せを図る。
	
	□

	⑤信号機・標識・路上設備周り
	10わかりやすくすっきりした設置を考慮する。【P-52】

	
	
	□信号機、標識のポールや路上設備等は目立たない、落ち着きのある色彩とする。
	
	□

	
	11地域特性を考慮した設置をする。【P-52】

	
	
	□地域特性を考慮した形態、意匠、色彩の選定を行う。
	
	□

	
	
	□周辺環境や施設等との調和を図る。
	
	□


	

	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	（1）
	①高さ・規模
	01屋根や軒、階、最上部の高さは周辺に配慮する。【P-58】

	
	
	
	□周辺の建築物とのスカイラインの連続性と調和を図る。
	
	□

	建築施設
	
	
	
	
	

	
	
	
	□1及び2階の階高は、周辺の建築物とできるだけ調和させる。
	
	□

	
	
	
	□背後の景観資源を考慮した高さとする。
	
	□

	
	
	
	□外壁とスカイラインはリズムと調和のある表現を確保する。
	
	□

	
	
	02一つの規模が大き過ぎないように配慮する。【P-58】

	
	
	
	□平面を雁行や長方形、Ｌ字形等にし、規模が大き過ぎないようにする。
	
	□

	
	
	
	□低層部より上層部を小さくする工夫を図る。
	
	□

	
	
	
	□ボリュームの分割・分節・分棟を図る。
	
	□

	
	②外壁
	03圧迫感や単調な壁面を避け、周辺の景観との調和に配慮する。【P59】

	
	
	
	□規模の大きなものは意匠の工夫に配慮する。
	
	□

	
	
	
	□大壁面は分節を図る。
	
	□

	
	
	
	□道路・水辺・公園等に面する壁面は開口を確保し、透明ガラス等を活用する。
	
	□

	
	
	04金属やガラス等の壁面は、周辺への反射防止に配慮する。【P-59】

	
	
	
	□鏡面の仕上げ材や鏡面ガラスを避ける。
	
	□

	
	
	
	□外壁の化粧材には石材や木材等の自然素材の活用を図る。
	
	□

	
	③屋根・屋上
	05突出した形態・意匠を避け、周辺との調和に配慮する。【P-60】

	
	
	
	□屋根の形態・意匠は奇抜なデザインを避け、周辺と調和するようにする。
	
	□

	
	④バルコニー等
	06手摺部は安全・安心に配慮し、建築物等と調和した形態・意匠に配慮する。【P-61】

	
	
	
	□本体と形態・仕上げを合わせるか、格子等で存在感を薄める。
	
	□

	
	
	07設備機器等が露出しないように配慮する。【P-61】

	
	
	
	□見えにくい配置や工夫を行う。
	
	□

	
	⑤屋外階段
	08建築物等本体と調和した形態・意匠に配慮する。【P-62】

	
	
	
	□屋外階段は、建築物本体との調和や遮蔽を図る。
	
	□

	
	⑥建築物等緑化
	09屋上や壁面の緑化に配慮する。【P-63】

	
	
	
	□屋上緑化や壁面緑化を図る。
	
	□


ガイドラインチェックシート（7面）
	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	（2）フェンス類
	01安全・安心に配慮する。【P-64】

	
	
	□歩行者の通行に配慮した位置に設ける。
	
	□

	
	02周辺に調和した形態・意匠や素材に配慮する。【P-64】

	
	
	□すっきりとしたシンプルなデザインとする。
	
	□

	
	
	□場所にふさわしい素材・色彩を選択する。
	
	□

	
	
	□周辺との統一性を図る。
	
	□

	
	
	□地域性・場所性を踏まえたデザインの取り入れを図る。
	
	□

	（3）ポール類
	01周辺に調和した形態・意匠や素材に配慮する。【P-65】

	
	
	□場所にふさわしい素材・色彩を選択する。
	
	□

	
	
	□周辺との統一性を図る。
	
	□

	
	
	□すっきりとしたシンプルなデザインとする。
	
	□

	
	
	□地域性・場所性を踏まえたデザインの取り入れを図る。
	
	□

	
	02安全・安心に配慮する。【P-65】

	
	
	□歩行者の通行に配慮した位置に設ける。
	
	□

	（4）サイン類
	01見やすさとわかりやすさに配慮する。【P-66】

	
	
	□サイン本体の視認性・誘目性を高める。
	
	□

	
	
	□夜間の見やすさを図る。
	
	□

	
	02周辺に調和した形態・意匠や素材に配慮する。【P-66】

	
	
	□長時間利用されることを考慮したシンプルな形態とする。
	
	□

	
	
	□地域にふさわしい色彩・素材を選択する。
	
	□

	
	03統一性や統合性に配慮する。【P-66】

	
	
	□他の要素との共架・統合を図る。
	
	□

	
	
	□一連のサインに関連をもたせる。
	
	□

	
	
	□表示面等の処理をすっきりさせる。
	
	□

	（5）橋梁類
	01安全・安心に配慮する。【P-67】

	
	
	□転落防止柵等を設ける。
	
	□

	
	02周辺に調和した形態・意匠や素材に配慮する。【P-67】

	
	
	□周辺との調和に配慮し、すっきりとしたシンプルな形態・構造とする。
	
	□


ガイドラインチェックシート（8面）
	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	（5）橋梁類
	03圧迫感等をやわらげる工夫をする。【P-68】

	
	
	□桁の形状、桁の下部の仕上げ・色彩を工夫する。
	
	□

	
	
	□橋脚と桁の接合部の処理、配管等の納まりをすっきりさせる。
	
	□

	
	
	□周辺の緑化によって存在感をやわらげる。
	
	□

	
	04まとまりのある空間づくりに配慮する。【P-68】

	
	
	□親柱、欄干、照明灯、舗装等を含めた全体のまとまりを図る。
	
	□

	（6）擁壁・護岸類
	02周辺に調和した形態・意匠や素材に配慮する。【P-69】

	
	
	□擁壁・護岸面のグラフィック化等過度な表現は控える。
	
	□

	
	
	□自然石等を活用し、素材感を表現する。
	
	□

	
	03圧迫感等をやわらげる工夫をする。【P-70】

	
	
	□法面や擁壁面はできる限り勾配を緩くしたり、高さを低く抑える。
	
	□

	
	
	□形態の分節・分割を図る。
	
	□

	
	
	□擁壁面や擁壁上部等を緑で修景する。
	
	□

	
	
	□護岸は緑の取り入れを図る。
	
	□

	
	
	□層状の変化を持った護岸の表情をつくる。
	
	□

	（7）設備類
	01形態・意匠や素材に配慮する。【P-71】

	
	
	□周囲に調和するような本体の色彩や素材の選定を行う。
	
	□

	
	
	□目立たせないように周囲を緑や障壁等で囲う。
	
	□

	
	02安全・安心に配慮する。【P-71】

	
	
	□通行上邪魔にならない位置に配置する。
	
	□

	
	
	□露出する場合は、柵、緑等で囲い込む。
	
	□

	(8)夜間照明
	01光量や光源の向きなどが周辺に悪影響を与えないように配慮する。【P-72】

	
	
	□極端に鮮やかな色、けばけばしく点滅する照明は避ける。
	
	□

	
	
	□農地側に対する夜間照明は避ける。
	
	□

	
	02省エネ等を考慮した、夜間の魅力づくりに配慮する。【P-72】

	
	
	□ライトアップやイルミネーションを行う場合は、省エネ等に配慮する。
	
	□

	
	
	□安全性に必要な最低限の照明を確保する。
	
	□

	（9）ストリートファニチャ・パブリックアート・遊具類
	01周辺環境や施設への調和に配慮する。【P-73】

	
	
	□地域らしさを考慮したデザインの取り入れを図る。
	
	□

	
	
	□一連のストリートファニチャに関連性・共通性をもたせる。
	
	□

	
	02親しみや魅力を感じさせるデザインに配慮する。【P-73】

	
	
	□親しみ感や魅力あるデザインを工夫する。
	
	□

	
	
	□自然素材を活用した素材感を表現する。
	
	□

	
	03人にやさしい配慮をする。【P-74】

	
	
	□歩行者等空間とのかかわりに配慮し、歩行者の通行を妨げない位置に設ける。
	
	□


ガイドラインチェックシート  (9面）

	項目
	方針及び配慮事項
	具体的配慮内容（又は実施できない理由）
	担当
チェック

	（10）舗装類
	01人にやさしい路面構造にする。【P-75】

	
	
	□歩行者の安全に配慮した舗装材を選択する。
	
	□

	
	02周辺との調和に配慮する。【P-75】

	
	
	□必要以上に路面が目立つ強い色彩・舗装パターンは控え、周辺と調和する落ち着きのある素材・色彩を選択する。
	
	□

	
	
	□隣接する舗装材との調和を図る。
	
	□

	
	03魅力づくりに配慮する。【P-76】

	
	
	□舗装によって機能区分やまとまり、あるいは一体性・連続性を表現する
	
	□

	
	
	□複数の材料の組み合せにより路面の表情をつくる。
	
	□

	（11）樹木等
	01地域特性や周辺との調和に配慮する。【P-77】

	
	
	□周辺の屋敷林や緑とのつながり・連続性を確保する。
	
	□

	
	
	□水辺の環境との結びつきを保全し・創出する。
	
	□

	
	
	□植栽場所（水辺等）・空間のイメージ・規模との整合を図る。
	
	□

	
	02既存のものは保全、活用に配慮する。【P-77】

	
	
	□既存の樹林地・樹木等の緑を保全・活用する。
	
	□

	
	03緑の特性を活用し、維持管理に配慮する。【P-78】

	
	
	□地域性、植生を考慮した植栽を行う。
	
	□

	
	
	□季節の彩りを与える演出を行う。
	
	□

	
	
	□シンボル的な植栽によって空間を印象づける。
	
	□

	
	
	□樹木その他の植栽の適正な管理（間引き伐採を含む）を行う。
	
	□

	
	
	□圧迫感を与えるものは緑でやわらげ、隠したいものや景観阻害要素は緑で遮蔽する。
	
	□

	（12）駐車場・駐輪場
	01周辺との調和に配慮する。【P-79】

	
	
	□既存の地形や緑を活用する。
	
	□

	
	
	□周辺と調和するデザインを施した目隠し壁等によって遮蔽する。
	
	□

	
	02緑化に配慮する。【P-79】

	
	
	□緑や自然石を活用して周囲の修景を図る。
	
	□

	
	
	□緑や透水性の舗装材を活用する。
	
	□

	（13）色彩
	01落ち着きのある色彩を基調とし、周辺との調和に配慮する。【P-80】
02基調色と強調色の配色による調和に配慮する。

	
	
	□景観計画区域・公共建築物等の色彩基準による配色を行う
	
	□

	
	
	□重点地区・公共建築物等の色彩基準による配色を行う。
	
	□

	
	
	□公共施設舗装部の色彩基準による配色を行う。
	
	□


ガイドラインチェックシート（10面）
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